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研究材料・方法

研究にはそれぞれの解析に適した⽣物種を選んで使います。現在までに使⽤してきた⽣物は、種⼦植物（シロイヌナズナ）、ヒメツリガネゴケ、緑藻、紅藻、灰⾊藻、
珪藻、細胞性粘菌、シアノバクテリアなどです。必要に応じて新たな⽣物種も取り⼊れていきます。
細胞⽣物学、分⼦⽣物学、遺伝学、⽣化学、バイオインフォーマティクスだけでなく、環境、酸化還元反応などの⽣体エネルギー変換などの情報を必要に応じて組み
合わせた研究を進めます。

その他詳細は研究室ホームページをご覧ください。
（http://miyagishima.sakura.ne.jp）
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